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表千家和歌山県青年部
和歌山市手平1-9-5

題字 猶有斎宗匠御染筆

ご 挨 拶 和歌山県支部長 島  正 博

向暑の候、青年部の皆様におかイlま しては益々のご活躍の事と存じます。また和歌山県支部の運営に、ご協

力を頂きありがとうございます。

1年の半分が過ぎようとしていますが、◆年は巳年、嫌われ者のイメージですが、自分自身を再生させ、更

に一歩前に進んで新しい自分を造り上げると言わイ孔ています。

戦後80年、日本t,世界も壮大な変化を遂げて来ました。日々変化していますが、若い皆様には刺激を受け、

突き進んで頂きたしヽと思います。前年度 |よ、◆までにないお茶会の取り組みや、和歌山の歴史を勉強する、良

い機会を得られたようですが、「温故矢[新」得られた宍[識を自分のものにして、大きく変化して頂きたしヽと思

います。

12月には、支部設立ア0周年式典、及び、東照宮献茶式が行われます。ご協力をお願いして、ご挨拶とさせ

ていただきます。

郷土のthを伝える和菓子司 南海堂
南海堂は世界遺産熊野古道のお膝元、和歌山県御坊

市の老舗和菓子店です。創業以来百余年今も変わらず

名物やきもちを始め、安珍清姫つりがね鰻頭他、各種

不□菓子を取り揃えています。

現在3代目店主の山本敦弘さんは、京都で修業さ

れ堺へ、その後御坊へ戻らイ1ま した。同じモチーフの

お菓子でも地域により求められる形が違い、抽象的に

したり葉つぱをつけたりとアレンジが必要なのだそう

です。地域に根ざした求められる形があるのは驚きで、

お話を伺つていてとても興味深かつたです。常連さん

のお話によると、花びらもちや四季折々の生菓子も人

気で、地元だけでなく夕夕くのお客様に愛されているお

店です。
名物 やき餅 素朴な味がなつかしさと共に広がる
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(2) 紀 州 の 友 令和 7年 6月 1日

研修茶会 【令和6年 10月 27日 於 岡公園茶室戸鶴~奄】

◆回lよ部員と賛助会員 (卒業者)を対象とし、続きお薄にておもてなしする事となりました。当日|よ気候も良く

穏やかな空間で先輩方とB余を突き合わせてお話しする事ができ、親睦を深められた茶会でした。
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令和 7年 6月 1日 紀 州 の 友 (3)

南 紀 男 山 焼 会 館 見 学 会   【斜 日6年9月 1佃 於 因 |1田丁 男山焼会館】

この度の見学会では、有田郡広川町にある男山焼会館に訪間してきました。

男山焼会館の中には様々な陶器が置いてあり、また男山焼がどうやつて生まれて衰退

していったかとしヽう様々な歴史の宍[識やストーリーを展示物として飾つてありました。

南紀男山焼は、日本の伝統的な焼き物の一つで、展示してある陶器を見渡してみる

と、その独特な美しさや、素朴さの中に感じられる温もりや自然の素材を渚かした色

合いなどがすごくE口象的で感銘を受けました。

また、男山焼は食器や花器をはじめとした日常のあらゆる陶器として使われており、

その中でも染付がもっとも多く、特徴の一つとして欠[らイlて しヽたそうです。

男山焼の魅力は、ただの装飾品ではなく、実用性を兼ね備えた芸術作品であつたと

ころかなと思いました。地域の古き良き伝統としての南紀男山焼の歴史を学ぶことが

できて大変意義深い勉強会となりました。坂本 耕作
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次回体験学習は大阪、奈良、和歌山青年部合同

飛
【令和フ年9月 14日開催予定】

次団体験学習 |よ大阪、奈良、和歌山の 3青年部合同となり、京都の松栄堂様による

練香体験で、場所は大阪美術倶楽部です。

近年、どの青年部も部員の減少により単独での行事開催が難しくなりつつあります。

そこで、近隣の青年部が協力し、

合同で行事を開催することとなり

ました。

地域を超えて部員同士が交流し

青年部の輪を広げ、様々な体験を

通じて茶の湯への理解を深めるこ

とを目的としております。是非ご

応募下さい。
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(4) 紀 州 の 友 令和 7年 6月 1日

旧中筋家住宅茶会 【令和6年 11月3日 於 旧中筋家】

岡田 晶子

担当 :後藤干晴、寒川朗、平野尚美

茶会につしヽて:江戸時代後期に建築され、国の重要文化財に指定されてしヽる「十日中筋家住宅」

で、建物の雰囲気を生かし伝統的な行事を市民に楽しんでもらおうと、不□歌山市が主催す

る茶会です。毎年、表干家不□歌山青年部が茶席を担当させてしヽただいてしヽます。

卒業ご挨拶
青年部の役員を務めさせていただいて 11年、早いもので卒業の年を迎える事になり

ました。

入つたばかりの頃は頼りになる先輩がたくさんしヽらっしゃったのに気づけば最年長に

なり、振り返れば色々な事がありました。たくさん経験させていただいた中でも特に印

象に残つてしヽるのは、研修茶会です。

茶会担当に不慣れな私は戸惑うばかりでしたが、部長の心強いサポートとご指導くだ

さる先生方のお陰を持ちまして無事に開催できました。卒業にあたり担当させてしヽただ

けた事は本当に貴重な経験となりました。心より感謝申し上げます。

青年部役員は少ない人数で皆力を尽くしています。去るのlよ寂しい限りですが、これ

からも益々のご活躍を願つています。

令和 7年度行事 新青年部役員紹介
令和ア年 9月 14国    練香体験 (大阪美術倶楽部)

11月 3日 (予定)旧中筋家住宅茶会
研修茶会 (内容、日程未定)

令不□8年 5月 (予定)  第 19回総会
※研修茶会は決まり次第ご案内差し上げます。
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青年部
事務所

〒640-8319和歌山市手平 1‐9‐5鎌田方 (―社)表千家同門会和歌山県支部内
TEL(073)488-3520 FAX(073)488-3530
(事務所取扱い 月・水・金 10:00～ 15:00)

お願い  ご住所。お名前等に変更がある方は、はがきまたはFA湘こて事務局におしらせください。
同門会員の方はあわせて同門会本部へのご連絡もお願いしヽたします。

・表千家不審
~奄
入門者または入門を希望される方

条 件 ・満 18歳以上満 45歳までの方
。年会費 3,000円

希望者は先生の推薦が必要ですので、

各先生を通じ支部事務局内青年部まで

ご連絡ください。申し込み用紙を送付

させていただきます。


